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１．研究計画の概要 
 高錫青銅は熱処理をしなければガラスの
ように割れる脆弱な質であるが、高質で利用
価値も高い。現代韓国には高錫青銅器の鍮器
が今も盛んに作られ、熱間鍛造、焼入れなど
の熱処理技術が用いられている。他にインド
やインドネシアなど東南アジア地域にもこ
ういった技術が残っている。東アジアでは韓
半島高麗時代に遡り、列島では正倉院に残り、
古墳から銅鋺が出土する。一般の青銅器と異
なる製作技法で作られる高錫青銅器は、青銅
器研究とは異なる一群で、その技術の発生、
伝播、受容、変化は考古学的な研究対象とし
て重要である。本研究は、韓国、インドの現
代の高錫青銅器工房を調査しその工程を解
明し、技法と金属組織を比較することにより、
古代の高錫青銅器の製作技法を研究するも
のである。 
 
２．研究の進捗状況 
 韓国において 6箇所の工房を調査した。サ
ーモグラフによる加工温度の測定、製品の金
属組織分析、成分分析、工程記録、工具の実
測、工房の実測、技術継承系譜の聞き取り調
査などを各工房で進めた。この調査は日韓の
研究者が共同でおこなった点に意義がある。
大型製品を鍛造で作るバンチャ工房が 1 軒、
小型製品を鍛造で作るハンバンチャ工房 1軒、
鋳造工房 3軒、プレス加工工房 1軒であった。
ハンバンチャ工房ではグングルムオクソン
技法という東アジアでは極めて珍しい、押し
出し式の熱間加工法も記録できた。韓国の鍮
器工房では全て錫 22％の高錫青銅を用いて
いた。2008 年 8 月から 2011 年 3 月まで、韓
国東亜細亜文化財研究院と「高錫青銅製品分

析共同研究協定書」を締結し、研究院が発掘
した高麗、朝鮮時代の高錫青銅銅鋺の分析試
料 10 点の提供を受け、長柄毅一が組織、成
分を分析した。これにより、韓半島における
高錫青銅器製作の実際の工程記録と、高麗高
錫青銅器の組織比較を通して、古代半島にも
現代の鍮器とほぼ同じ焼入れ、熱間鍛造とい
う熱処理技術があったことが判明した。 
 インドにおいて 6 箇所の工房を調査した。
調査内容は韓国工房と同じである。錫 32%の
超高錫青銅鏡の鋳造工房 1軒、錫 15％の高錫
青銅のベル工房 1軒、錫 23％の鋺修理と純銅
鍛造及び錫 15％程度の青銅容器鋳造の工房 1
軒、錫比率は不明な高錫青銅青銅器鋳造工房
1軒、錫 23％の高錫青銅鋺工房 1軒、錫 23％
のシンバルなどの楽器工房 1軒である。この
中で、熱間鍛造で厚さ 0.2mm まで薄く叩き延
ばす技法の温度測定を繰り返し行い貴重な
データが収集できた。韓国の鍮器製作と似て
いるが、鍛造製品の需要が韓国よりも高く、
古代の高錫青銅器鍛造技法を研究する上で
極めて有用な調査となった、また、錫 32％と
いう加工困難と思える合金から反射率の高
い鏡を鋳造、研磨する技術は、古代の製品に
も多く見られないもので興味深い。 
 デカンカレッジ（インド、プネ市）におい
て、シンデ教授と高錫青銅器分析の共同研究
体制をとり、87 点の分析試料を入手した。紀
元前 1千年頃の銅鋺、紀元前 2千年頃のバン
グルやナイフなどで、錫 16％の高錫青銅を熱
間鍛造していることが判明したが、韓半島の
鍛造品とは異なる層があり、今後の分析が重
要となる。 
 2009 年 11 月、韓国金海市仁済大学を会場
として、平成 21 年度二国間交流事業（韓国



とのセミナー）を開催した。「韓半島の高錫
青銅器の熱処理技術・製作技術」というテー
マで、日韓 10 件の発表をおこない、討論会
をおこなった。日韓 13 名の発表者で会場参
加者は多数であった。現在は、日本学術振興
会、国際研究集会の採択を得て、「アジアの
高錫青銅器―製作技術と地域性―」（2010 年
11 月、東京）という国際研究集会を開催する
準備を進めている。 
 
３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 
（理由） 
 当初、韓国の工房調査が主を占め、最終年
度に東南アジア調査に踏み出す程度を考え
ていた。計画通りに韓国工房は充分な成果が
あがったが、韓国東亜細亜文化財研究院と共
同研究締結に至ったことは計画以上の進展
であった、これにより、高麗、朝鮮時代の高
錫青銅器の金属組織観察が可能となった。今
後も共同研究締結にもとづき、試料分析件数
が増える見込みで期待以上の進展である。
2010年1月から外国人客員研究員として東亜
細亜文化財研究院の李相龍が富山大学に滞
在し、長柄毅一と高錫青銅器分析の共同研究
を進めている。このように人的研究交流が進
み、将来へ続く当初計画以上の幅広い成果が
あがっている。 
 高錫青銅器技術の研究ではインドは極め
て重要な地域である。インドより西の地域に
おける高錫青銅器調査は政治不安な地域で
あり、調査が進まないことと、本技術の起源
地がインドではないかという推測があり、こ
のインド工房調査がほぼ終了したことは、計
画以上の成果であった。さらに、紀元 2千年、
紀元 3千年という高錫青銅器技術の起源を考
察する上で重要な時期の高錫青銅器試料を
分析できることは、予想以上の進展といえる。
インドでの試料収集は今後も可能で、さらに
科学分析による成果に期待できる。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 最終年となる、2010 年 11 月の国際研究集
会にインド 2名、韓国 3名、中国 1名の研究
者を招聘して、東京芸術大学で多くの国内若
手研究者等を集めて開催する。これまで、日
本においては高錫青銅器の存在すら考古学、
文化財科学分野で取り上げられていなかっ
たため、その研究の重要性を含め実情、研究
課題を討議したい。 
 この集会の成果は、発表者の母語を日本語、
英語に翻訳した報告書を開催当日参加者へ
配布する。本研究は海外研究者との充分な討
論と、研究報告書により完結するものと考え
ている。 
 今後は、これまでの工房調査、この研究集
会で構築される国を超えた共同調査体制を

維持し、インドのさらに西域に目を向けた研
究展開に発展させたい。 
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